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6 月定例会　8名の一般質問6月定例会　8名の一般質問

乗乗合タクシー料金合タクシー料金
　　　　　　どうする？　　　　　　どうする？
議会運営委員会報告議会運営委員会報告

議会活性化の結果発表議会活性化の結果発表 !!!!

常任委員会報告常任委員会報告

ジオパークと町立病院ジオパークと町立病院

議会懇談会議会懇談会

賛否分かれ討論賛否分かれ討論

泥流地帯映画化泥流地帯映画化
　　　　　どうなる　　　　　どうなる !?!?

みんなの居場所づくりみんなの居場所づくり
などなど

　今号の表紙写真
　上富良野高校３年生の皆さん

町長への提言！

　かみふをもっと魅力的なマチに！



議会
懇談会

                                                                                                                                           かみふらの議会だより第 119 号 ❷

　“ ありがとうの木 ” は赤ちゃ
んからお年寄りまでみんなが立
ち寄れる止まり木のような居場
所づくりをしています。議員さ
んとの懇談はちょっと怖いなと
思っていましたが、私たちの話
を受け止めていただき、また、
色々な話を聞かせていただき感
謝しています。是非皆さんも議
員さんと懇談すると良いです
よ！また、議会だよりは堅苦し
いイメージがあり、役場の人が
作っていると思っていましたが、
議員さんが作っていると知り驚
きでした。笑顔とありがとうで
溢れる町になればと思います。

ありがとうの木　代表
山﨑　三麻子さん

対話をもっと身近に…

議会懇談会議会懇談会
～みんなの居場所づくり " ありがとうの木 " の方々と懇談会を開催～

あ
り
が
と
う
の
木
の
方
々
と
意
見
交
換
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
令
和
５
年
６
月
22
日
に
議
会
懇
談
会
を
開
催
し
、
議
会
側
か
ら
は
所
管
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
み
ん
な
の
居
場
所
づ
く
り
に
関
す
る
話
題
で
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

住民会に入って高齢の方々と交
流し、顔見知りになることは子
育てをする上でもすごくいいこ
とだと思う。

「孤育て」の経験から年齢等に関
係なく「孤」にならないように居
場所が必要だと思った。

心のバリアフリーで受け入れる社
会を作るには、誰もが集まれる居
場所が大切。

認知症サポーターで多くを学ん
だが、顔の見える関係が大切だ
と感じた。

ラジオ体操に参加して色々な人
とつながりができた。異世代交
流の大切さをその時感じた。

若者が高齢者の中に飛び込むに
はかなり勇気がいるが、多様化
している社会でそれぞれが居心
地の良い居場所があれば良いで
すね。

ちょっとしたつながりから安心
感が生まれる、そういった社会
になればいい。

み
ん
な
の
居
場
所
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

み
ん
な
の
居
場
所
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
の
木

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
の
木

何か大きな事件が起こる前に助
けを求められる居場所が必要。

みんなの居場所づくり　ありがとうの木
みんなが笑顔になれるように！ひとりぼっちにならないように！
いつ来ても、いつ帰っても大丈夫！そんな居場所づくりをしています。
毎月第 3 月曜日　10：00 ～ 15：00　草分防災センター　参加無料
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より身近で開かれた議会をより身近で開かれた議会を
　　議会運営委員会

　
本
委
員
会
は
議
会
閉
会
中

の
調
査
項
目
を
「
議
会
活
性

化
に
つ
い
て
」
と
し
、
令
和

２
年
次
か
ら
令
和
５
年
次
ま

で
計
52
回
に
わ
た
り
委
員
会

を
開
催
し
、
調
査
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
議
会
は
、「
上
富
良
野
町

自
治
基
本
条
例
」
で
定
め
ら

れ
て
い
る
「
議
会
の
役
割
と

責
務
」「
議
会
の
運
営
」「
議

員
の
責
務
」
を
達
成
す
る
た

め
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
よ
り

身
近
で
開
か
れ
た
議
会
」
に

決
定
し
ま
し
た
。

　
自
治
基
本
条
例
が
平
成
21

年
４
月
１
日
に
制
定
さ
れ
て

か
ら
様
々
な
議
会
活
性
化
、

議
会
改
革
が
進
め
て
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
全
体

を
網
羅
し
た
「
議
会
活
性
化

推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
取

り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

活
性
化
計
画
を
策
定

ま
と
め

　
全
議
員
に
よ
り
活
性
化
計

画
の
取
り
組
み
状
況
等
に
つ

い
て
総
括
と
も
い
え
る
総
合

評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
後
年
に
取
り
組

み
を
行
う
項
目
、
集
約
す
べ

き
項
目
、
継
続
し
て
実
践
す

る
こ
と
が
必
要
な
項
目
、
新

た
に
取
り
組
む
必
要
の
あ
る

項
目
な
ど
に
分
類
し
、
着
実

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

全
議
員
に
よ
る
評
価

　「
上
富
良
野
町
自
治
基
本

条
例
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
議
会
の
役
割
と
責
務

が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
を
受

け
、
議
会
は
、
平
成
21
年
以

後
、
議
員
定
数
・
議
員
報
酬

の
削
減
、
議
会
に
関
連
す
る

条
例
や
会
議
規
則
、
ま
た
議

会
運
営
に
関
す
る
先
例
な
ど

逐
次
見
直
し
が
行
わ
れ
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
議
会
活
性
化
を
効

活性化の主な取り組み

率
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め

に
は
全
体
を
網
羅
し
た
計
画

が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
か

ら「
議
会
活
性
化
推
進
計
画
」

を
令
和
２
年
８
月
に
策
定
を

終
え
ま
し
た
。

　
こ
の
４
年
間
で
、
計
画
に

定
め
た
施
策
項
目
の
一
部
を

除
い
て
前
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
議
会
活
性

化
や
議
会
改
革
は
終
わ
り
の

な
い
課
題
で
あ
り
、
今
後
も

人
口
減
少
社
会
・
少
子
高
齢

社
会
な
ど
の
変
化
に
よ
り
議

会
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き

く
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
社
会
の
動
向
を
見
極
め
、

町
民
が
町
づ
く
り
の
主
人
公

で
あ
る
こ
と
を
深
く
認
識
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
や
問
題
解

決
に
当
た
っ
て
い
く
こ
と
が

議
会
の
存
在
意
義
向
上
に
つ

な
が
る
と
確
信
し
、
さ
ら
な

る
活
性
化
や
改
革
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

報告書の全文はこち
らからご覧頂けます。

議長　村上　和子

①「議会議員政治倫理規程」の制定
　議員のより高い政治倫理の確立を図り、全力で町民の　　　　　
　負託に応えるため規程の制定を行いました。

② 議会懇談会の拡張と充実
　全町民を対象とした懇談会は、コロナ感染症の影響によ
　り開催には至りませんでしたが、団体・グループと５回、
　要請があったグループ等と２回開催することができました。

③ 議員定数及び議員報酬の検討結果について
 　「議員定数及び議員報酬特別委員会」を設置し、調査審議
　を行った結果、議員定数は現状の１４名が妥当であり、
　また議員報酬についても現状維持が望ましいという結論に
　至りました。

④ 新型コロナウイルス感染症に伴う議会の行動指針
　の制定
　・マスク着用及びアクリル板の設置
　・１時間ごとに換気　・傍聴席の１席空け・傍聴３０人ま
　での入場制限

⑤ 定例会後の反省会開催
　定例会後に反省会を開催し、議員の資質向上と今後の議
　会運営の参考にするため協議を進めました。



委員会
のうごき

❹                                                                                                                                           かみふらの議会だより第 119 号

所管事務調査報告

町立病院について町立病院について
厚生文教常任委員会

こ
れ
ま
で
の
経
過

ま
と
め

東中睦会
小田　喜美男さん

　現在のようなすべて資材の物価高の中で建築
コストはどのようになるか、予測ができない費
用になるのではと心配しています。果たして計
画通りの建設、施設整備はできるか、また、町
の財政に将来圧迫することはないか心配してい
ます。町民の希望に従う医療体制の確保が難し
いのではとも思っています。使いやすい病院に
なることを望んでいます。

　
町
立
病
院
は
昭
和
54
年
の

改
築
以
降
、
様
々
な
改
善
を

図
っ
て
き
た
が
、
平
成
26
年

の
消
防
法
改
正
に
よ
り
、
令

和
７
年
ま
で
の
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、

現
状
の
ま
ま
で
の
病
院
運
営

は
事
実
上
不
可
能
と
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
現
有
施
設
に
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
を
設
置
す
べ
き

か
、
耐
震
補
強
工
事
と
施
設

維
持
を
目
的
と
し
た
大
規
模

改
修
工
事
を
併
せ
て
実
施
す

べ
き
か
等
、
早
急
に
判
断
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
検
討
の
結
果
、
町
は
中
長

期
的
な
視
野
に
立
ち
「
建
替

え
」
を
選
択
す
べ
き
と
判
断

し
た
の
で
、
議
会
は
委
員
会

を
中
心
に
経
過
を
注
視
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
今
回
改
め
て
こ
れ
ま
で
の

経
過
を
再
度
確
認
の
上
、
議

会
の
審
議
内
容
も
含
め
調
査

を
行
っ
た
。

⑵
入
札
契
約
等
に
関
し
て

　
入
札
契
約
方
式
は
、
以
下

①
設
計
施
工
分
離
方
式
　
　

②
Ｅ
Ｉ
Ｃ
方
式

③
設
計
施
工
一
括
方
式

の
う
ち
、
事
業
遅
延
を
避
け
、

事
業
費
を
抑
え
な
が
ら
、
質

の
高
い
医
療
を
提
供
が
可
能

な
病
院
建
設
が
期
待
で
き
る

③
を
選
択
し
、
更
に
、
発
注

者
側
に
立
っ
て
各
種
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
業
務
を
行
う
手
法
も

用
い
る
こ
と
と
し
た
。

⑶
熱
源
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て

既
存
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
加
え

①
地
中
熱

②
バ
イ
オ
マ
ス

③
太
陽
光

と
い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
合
わ
せ
た
比
較
検
討

の
結
果
、
地
中
熱
利
用
（
ボ

ア
ホ
ー
ル
方
式
）
が
コ
ス
ト
、

補
助
金
、
二
酸
化
炭
素
排
出

量
か
ら
も
有
効
で
あ
る
と
し

た
。

⑶
熱
源
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て

　
既
存
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
加
え

①
地
中
熱

②
バ
イ
オ
マ
ス

③
太
陽
光

⑴
建
設
地
選
定
に
関
し
て

　
新
病
院
の
建
設
に
あ
た
っ

て
は
、
建
設
候
補
地
と
し
て

①
医
師
住
宅
エ
リ
ア

②
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア

③
職
員
駐
車
場
エ
リ
ア

④
現
病
院
駐
車
場
エ
リ
ア

⑤
役
場
職
員
駐
車
場
エ
リ
ア

が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
最
終
的

に
①
と
②
に
絞
ら
れ
、
代
替

施
設
、
周
辺
へ
の
影
響
、
工

事
費
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
等
を

比
較
検
討
し
た
結
果
②
を
建

設
地
と
し
て
決
定
し
た
。

調
査
の
結
果

と
い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
合
わ
せ
た
比
較
検
討

の
結
果
、
地
中
熱
利
用
（
ボ

ア
ホ
ー
ル
方
式
）
が
コ
ス
ト
、

補
助
金
、
二
酸
化
炭
素
排
出

量
か
ら
も
有
効
で
あ
る
と
し

た
。

　
現
在
、
原
材
料
価
格
の
高

騰
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
、
円
安
な
ど
に
よ

り
資
材
調
達
費
や
人
件
費
は

大
幅
に
上
昇
し
、
当
初
の
見

積
り
通
り
に
計
画
が
進
む
の

か
は
不
透
明
な
状
況
と
言
え

る
が
、
建
設
費
の
高
騰
に
対

す
る
町
民
の
不
安
を
払
拭
し

な
が
ら
、
工
事
が
滞
り
な
く

進
む
よ
う
最
善
を
尽
く
し
て

欲
し
い
。

　
ま
た
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ

の
改
築
計
画
や
、
電
子
カ
ル

テ
の
導
入
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
協
議
を
重
ね
る
よ
う

求
め
る
。

　
医
師
・
看
護
師
等
の
不
足
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に

よ
っ
て
経
営
環
境
の
急
激
な

変
化
が
予
想
さ
れ
る
が
、
住

民
の
生
命
と
健
康
を
守
り
、

限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
地
域

全
体
で
最
大
限
効
率
的
に
活

用
す
る
と
い
う
視
点
を
持
っ

て
、
経
営
を
強
化
す
る
こ
と

を
望
む
。

報告書の全文はこち
らからご覧頂けます。

まちの声

⑤

① ③

④②
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ま
と
め

こ
れ
か
ら
の
官
民
連
携
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

ま
と
め

菊池　哲雄さん

　日本ジオパークに認定おめでとうございます。
中学生の時、遠足で江幌の溜池に行った帰りに江
花を抜けていくと早いと聞き、江花の仲間数人と
江幌から江花まで徒歩で丘を歩いたとき、畑が一
面に広がりあの丘を越えると何があるんだろうと
ワクワクしていました。
　これからは、太古の昔からつくられてきた丘と
丘の作り出す景色に触れていきたいと思います。

現
状
の
課
題

　
多
く
の
分
野
で
官
民
が
連

携
し
て
町
づ
く
り
に
あ
た
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
上

富
良
野
町
に
お
け
る
行
政

(

官)

と
住
民(

民)

が
連

携
し
た
町
づ
く
り
に
関
し
て

は
、
大
き
な
課
題
と
し
て
以

下
の
２
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
行
政
と
住
民
の
間
で
自
由

闊
達
な
意
見
交
換
が
で
き
る

環
境
の
不
足

②
協
働
活
動
の
担
い
手
不
足

と
高
齢
化

　
震
災
と
い
う
稀
有
な
機
会

を
機
に
行
政
と
住
民
が
町
づ

く
り
に
当
事
者
意
識
を
持
ち
、

同
じ
方
向
に
向
っ
て
歩
み
始

め
た
女
川
町
と
当
町
を
単
純

に
比
較
す
る
の
は
難
し
い
が
、

行
政
と
住
民
の
間
で
自
由
闊

達
に
意
見
交
換
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
や
、
多
世
代
間
で

の
良
質
な
信
頼
関
係
構
築
が

行
わ
れ
る
こ
と
で
、
活
動
が

地
に
足
の
着
い
た
も
の
に

な
っ
て
い
た
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
当
事

者
と
し
て
自
分
が
住
む
町
を

ど
う
し
て
い
き
た
い
か
を
真

剣
に
話
し
合
う
行
政
と
住
民

の
関
係
が
、
新
し
い
未
来
を

築
い
て
い
く
と
考
え
る
。

　
ま
た
議
会
に
お
い
て
も
、

町
民
の
意
見
を
丁
寧
に
く
み

取
り
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の
官

民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
に
積

極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

調
査
の
経
過

①
先
進
地
調
査

　
福
島
県
北
塩
原
村(

磐
梯

山
ジ
オ
パ
ー
ク)

の
概
要

　
磐
梯
山
周
辺
の
猪
苗
代
町
、

磐
梯
町
、
北
塩
原
村
の
３
町

村
が
中
心
と
な
り
、
ジ
オ

パ
ー
ク
活
動
を
通
じ
て
貴
重

な
地
質
遺
産
と
自
然
環
境
・

文
化
・
歴
史
・
伝
統
を
保
全
・

教
育
・
研
究
し
、
地
域
づ
く

り
に
活
か
す
た
め
、
平
成
22

年
３
月
磐
梯
山
ジ
オ
パ
ー
ク

協
議
会
設
立
に
至
っ
た
。
地

域
が
一
丸
と
な
り
「
ユ
ネ
ス

コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
加
盟

を
目
指
し
て
い
る
。

②
拠
点
施
設
の
実
地
調
査

ア
　
十
勝
岳
火
山
防
災
情
報

セ
ン
タ
ー(

ヴ
ォ
ル
ガ)

…

「
北
海
道
の
屋
根
　
十
勝
岳

も
の
が
た
り
」 

イ
　
丘
の
ま
ち
郷
土
学
館

「
美(

み)

宙(

そ
ら)

」

…
「
大
地
に
育
ま
れ
た
火
山

と
共
生
す
る
美
し
い
丘
の
ま

ち
」

ウ
　
上
富
良
野
町
郷
土
館
…

「
十
勝
岳
泥
流
の
つ
め
痕
に

北
の
大
地
を
切
り
拓
く
」

　
美
瑛
町
と
上
富
良
野
町
の

２
町
は
、
令
和
４
年
１
月
28

日
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら

正
式
認
定
を
受
け
た
。
認
定

後
は
、
地
域
の
魅
力
を
発
信

す
る
と
と
も
に
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
教
育
の
振
興
を
は
じ
め
と

し
て
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く

り
に
励
み
、
先
進
事
例
等
を

学
び
な
が
ら
既
存
施
設
の
有

効
活
用
を
図
り
十
勝
岳
ジ
オ

パ
ー
ク
の
拠
点
施
設
と
位
置

付
け
し
整
備
に
努
め
て
き
て

い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
構
成
す

る
自
治
体
が
２
町
と
い
う
こ

と
か
ら
、
町
、
住
民
、
観
光

協
会
、
教
育
機
関
等
様
々
な

関
係
者
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
意

義
や
活
動
に
対
す
る
考
え
方

な
ど
に
多
少
の
差
異
が
あ
る

こ
と
が
伺
え
る
。
こ
れ
を
今

後
の
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
の
大

き
な
課
題
と
受
け
止
め
、
こ

れ
ら
の
課
題
解
決
に
あ
た
っ

て
は
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通

じ
、
さ
ら
な
る
両
町
間
の

交
流
を
行
う
こ
と
で
十
勝
岳

ジ
オ
パ
ー
ク
の
構
成
町
と
関

係
団
体
、
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
将
来
の
十
勝
岳
ジ
オ

パ
ー
ク
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ

る
「
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
憲

章
」(

仮
称)

の
制
定
を
検

討
し
、
地
域
全
体
で
一
つ
の

方
向
に
着
実
に
歩
み
を
進
め

べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
来

る
べ
き
再
認
定
に
向
け
取
組

み
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

報告書の全文はこち
らからご覧頂けます。

まちの声
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畜産
生活
支援

議会Pickup

❻

　
臨
時
会
・
６
月
定
例
会
の
概
要

　
町
議
会
で
は
、
第
３
回
臨
時
会
が
５
月
10
日
、
第
２
回
定
例
会
が
６
月
13
日
か
ら
14
日

ま
で
の
２
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
８
名
の
議
員
が
立
ち
23
項
目
に
わ
た
っ
て
、議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
財
産
取
得
な
ど
も
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、農
業
委
員
会
委
員
13
名
、人
権
擁
護
委
員
２
名
に
つ
い
て
も
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

臨時会

地
域
お
こ
し
協
力
隊
管
理
費

　
　
　
　
　
　
287
万
９
千
円

　
今
年
度
未
採
用
と
な
っ
て
い
る
３
名
（
観
光
推
進
員
、
地
域
振

興
推
進
員
、
特
産
物
作
物
支
援
員
）
や
次
年
度
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
募
集
の
た
め
Ｗ
Ｅ
Ｂ
広
告
に
よ
る
募
集
や
移
住
相
談
会
に
参

加
し
直
接
的
な
Ｐ
Ｒ
、
募
集
を
行
う
た
め
の
経
費
の
予
算
が
上
程

さ
れ
ま
し
た
。

　
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
は
、
食
費
等
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
家

計
が
悪
化
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
食
費
等
の
物
価

高
騰
の
影
響
を
特
に
受
け
て
損
害
を
受
け
た
低
所
得
の
子
育
て
世

帯
（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
）
を
見
舞
う
観
点
か
ら
予
算
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

飼
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
費

　
　
　
　
　

   

２
千
８
万
円

価
格
高
騰
緊
急
対
策
事
業
費

　
　
　
　
５
千
89
万
７
千
円

　
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
に
端
を
発
し
た
国
際
情

勢
の
影
響
に
よ
り
輸
入
粗
飼

料
等
の
価
格
が
高
騰
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
町
内
在
住
及

び
事
業
所
を
置
く
、
現
に
乳

用
牛
、
肉
用
牛
、
豚
を
飼
育

し
て
い
る
農
業
者
及
び
農
地

所
有
適
格
法
人
の
経
営
体
の

配
合
飼
料
購
入
費
の
負
担
減

を
図
る
こ
と
は
、
経
営
の
継

続
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価

格
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
、
特
に
家
計
へ
の
影
響

が
大
き
い
低
所
得
世
帯
（
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
）
に
対

し
、
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、

価
格
高
騰
重
点
支
援
交
付
金

を
支
給
す
る
も
の
。
対
象
者

へ
、
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円

（
所
得
割
の
み
非
課
税
世
帯

は
１
世
帯
あ
た
り
１
万
８
千

円
）
を
給
付
と
す
る
た
め
の

補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
事
業

　
　
　
　
　
　
507
万
４
千
円

泥
流
地
帯
映
画
化
事
業

　
　
　
　
　
　
１
千
70
万
円

　
町
が
目
指
す
小
説
『
泥
流
地
帯
』
実
写
映
画
化
に
向
け
て
、
町

民
の
有
志
に
よ
る
映
画
化
支
援
団
体
「
泥
流
地
帯
映
画
化
を
進
め

る
会
」
の
運
営
費
負
担
金
を
機
運
醸
成
活
動
の
活
性
化
を
図
る
目

的
で
、
70
万
円
。
製
作
委
員
会
組
成
・
制
作
（
撮
影
）
等
に
繋
げ

る
た
め
〈
制
作
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
〉〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
〉
を
主
に

担
う
２
者
と
町
と
の
３
者
協
定
を
締
結
し
、「
映
画
企
画
」
及
び

脚
本
を
制
作
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
１
千
万
円
。
合
わ
せ
て

１
千
70
万
円
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

三者連携協定の図

・世帯全員が非課税の世帯　
　１千 360 世帯×３万円
・所得割のみ非課税の世帯　
　278 世帯×１万８千円
・生活保護世帯　
　90 世帯×３万円　

交付金対象数　28 経営体
① 500 頭以上７経営体
② 500 頭未満 21 経営体
交付金根拠
①７経営体× 200 万円
② 21 経営体 １千 520 頭×４千円
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泥
流
地
帯
映
画
化
が
一
歩
前
進

　
　
　
３
度
目
の
正
直
と
な
る
か

　
５
月
10
日
に
行
わ
れ
た
臨
時
会
に
お
い
て
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
給
付
金
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
経
費
と
共
に
、
泥
流
地
帯
映
画
化
事
業

に
対
す
る
補
正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
泥
流
地
帯
の
映
画
化
を
巡
っ
て
は
、
３
月
に
行
わ
れ
た
予
算
特
別
委
員
会
で
予
算
の
一
部
修
正
が
行
わ

れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
度
、
新
た
に
協
定
を
結
ぶ
候
補
の
企
業
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

映
画
制
作
に
掛
か
る
諸
経
費
と
映
画
化
を
進
め
る
会
へ
の
負
担
金
が
、
討
論
の
末
、
他
の
補
正
予
算
と
併
せ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

" 私は補正予算に反対します "" 私は補正予算に賛成します "

元井晴奈 議員佐藤大輔 議員

　
２
度
の
映
画
化
失
敗
で
混
乱
を
ま
ね
き
、

疑
問
、
不
安
を
感
じ
る
町
民
が
い
る
。
映

画
化
に
よ
る
町
民
福
祉
の
向
上
、
観
光
振

興
、
地
域
活
性
化
の
イ
メ
ー
ジ
が
出
来
な

い
。
中
止
を
望
む
町
民
の
声
も
多
く
あ
る

た
め
、
私
は
反
対
す
る
。

　
映
画
化
事
業
の
財
源
は
寄
附
金
の
み
と

す
る
町
長
の
姿
勢
に
変
わ
り
は
な
く
、
現

時
点
で
リ
ス
ク
は
極
め
て
低
い
も
の
と
考

え
る
。
ま
た
、
補
正
予
算
に
は
子
育
て
世

帯
へ
の
給
付
金
事
業
も
含
ま
れ
て
お
り
、

値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
く
中
、
適
切
な
手

当
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

小林啓太 議員

　
財
源
は
企
業
版
の
ふ
る
さ
と
納
税
等
の

寄
附
で
補
う
た
め
、
自
主
財
源
で
の
財
政

的
な
負
担
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
協
定
候
補

先
と
町
の
利
害
が
一
致
し
て
い
る
。
３
度

目
に
し
て
つ
か
ん
だ
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を

棒
に
振
る
よ
う
な
判
断
は
、
町
民
か
ら
の

信
頼
も
失
墜
し
て
し
ま
う
。

米沢義英 議員

　
興
行
収
入
も
費
用
対
効
果
も
不
透
明
で

観
光
振
興
に
結
び
つ
く
か
疑
問
も
残
る
。

最
優
先
す
べ
き
は
物
価
高
騰
な
ど
で
苦
し

ん
で
い
る
商
工
業
者
、
農
業
者
、
町
民
に

寄
り
添
い
、
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
こ

と
。
泥
流
地
帯
映
画
化
の
中
止
を
求
め
る
。

　
こ
れ
ま
で
は
町
と
協
定
企

業
と
の
２
社
の
み
で
協
定
を

結
ん
で
お
り
、
協
定
企
業
に

企
画
・
製
作
委
員
会
の
組

成
・
映
画
制
作
・
地
域
活
性

化
な
ど
多
く
を
求
め
て
お

り
、
着
手
ま
で
膨
大
な
時
間

が
か
か
っ
た
。
今
後
に
お
い

て
は
主
に
企
画
・
脚
本
を

担
当
す
る
Aｰ

F
I
L
M
S 

社
と
、
製
作
委
員
会
の
組
成

や
地
域
活
性
化
な
ど
を
担
当

す
る
M
i
P
S
社
と
３
社

で
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

進
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る

体
制
と
し
た
。

　
臨
時
会
に
上
程
さ
れ
た
補

正
予
算
案
は
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
子
育
て
世
帯
へ
の
特

別
給
付
金
事
業
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
募
集
事
業
、
泥

流
地
帯
の
映
画
化
に
向
け
た

３
者
協
定
が
速
や
か
に
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
協
定
先
の
企

業
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
外
国

語
映
画
賞
な
ど
の
実
績
の

あ
る
滝
田
洋
二
郎
氏
が
所
属

す
る
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
グ

ル
ー
プ
企
業
と
、
地
域
活
性

化
起
業
人
と
し
て
現
在
も
上

富
良
野
町
で
活
躍
す
る
田
中

康
之
氏
が
代
表
の
企
業
。

こ
れ
ま
で
と
の
違
い
は
？

結
局
ど
う
な
っ
た
の
？
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富
良
野
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
第
１
回
臨
時
会

上程議案・結果（賛成：○　反対：×　欠：欠席　除：除斥）
　【可決】…原案可決、承認可決、同意可決　　　【否決】…原案否決
　【付託】…各委員会への付託

結

果

元
井
晴
奈

北
條
隆
男

髙
松
克
年

中
瀬
　
実

中
澤
良
隆

米
沢
義
英

荒
生
博
一

佐
藤
大
輔

今
村
辰
義

小
林
啓
太

小
田
島
久
尚

岡
本
康
裕

村
上
和
子

第３回臨時会（令和５年５月 10 日） ※
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度上富良野町一般会計補正予算 ( 第１号）） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（上富良野町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度上富良野町一般会計補正予算 ( 第２号） 可決 × ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
十勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部支消について 可決 × ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
第２回定例会（令和５年６月 13 日～ 14 日）
令和５年度上富良野町一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度上富良野町病院事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上富良野町印鑑条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上富良野町立病院手当支給条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得について（消防隊員用防火服等） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得について（戸籍総合システム） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得について（吹上温泉保養センターヒートポンプ熱交換器等） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
泉町南団地町営住宅５号棟新築工事（建築主体工事）請負契約の締結につ
いて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命について　※１ 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定めることについて）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員候補者の推薦について　※２ 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人
　
　
事

人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員

　
令
和
５
年
第
１
回
富
良
野
広
域
連
合
議
会
臨
時
会
が
、
６

月
９
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案
９
件
（
補
正
予
算
案
１
件
、
条

例
改
正
２
件
、人
事
案
１
件
、財
産
の
取
得
３
件
、報
告
２
件
）

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
正
副
議
長
の
選
挙
及
び
常
任
委
員
会
等
委
員
の
選

任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
〇
議
　
長
　
石
上
　
孝
雄
（
富
良
野
市
）

　
〇
副
議
長
　
渋
谷
　
浩
岐
（
南
富
良
野
町
）

　
〇
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
　
荒
生
　
博
一

　
〇
総
務
産
業
委
員
会
委
員
長
　
岡
本
　
康
裕

　
〇
文
教
環
境
委
員
会
委
員
　
　
佐
藤
　
大
輔

６月定例会、第３回臨時会
　　　　　　　　　　審議議案と議員の賛否

農
業
委
員
会
委
員

農
業
委
員
会
委
員

　
人
権
擁
護
委
員
を
任
命
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成
で

同
意
を
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

福
永
　
将
平
さ
ん
／
田
中
　
睦
さ
ん
　
　

　
13
人
の
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
全
員
賛

成
で
同
意
を
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

菊
地
　
信
幸
さ
ん
／
佐
藤
　
良
二
さ
ん
／
荒
　
仁
さ
ん

／
春
名
　
正
義
さ
ん
／
井
村
　
昭
次
さ
ん
／
内
田
　
透

さ
ん
／
荻
子
　
弘
記
さ
ん
／
向
山
　
直
さ
ん
／
谷
口
　

弘
道
さ
ん
／
長
谷
川
　
岩
夫
さ
ん
／
前
田
　
満
さ
ん
／

對
馬
　
徹
さ
ん
／
沼
沢
　
春
美
さ
ん
　

※１　全 13 名の任命が全員賛成で同意可決されました。
※２　全２名の任命が全員賛成で同意可決されました。



一般質問
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上富良野のここが聞きたい‼上富良野のここが聞きたい‼

❾

８名の議員が町政を問う８名の議員が町政を問う
　一般質問とは、年４回の定例会において議員が住民の声や自身の考えなどにより、町政全
般にわたって執行者の考えをただすものです。
　議会だよりではスペースの都合上、質問と答弁を要約して掲載しています。
　詳細は後日、行政ホームページに会議録を掲載します。
　議場では臨場感のあるやり取りを傍聴することができます。ぜひ、議場へお越しください。

北條　隆男 議員

小林　啓太 議員

荒生　博一 議員

中瀬　実 議員

中澤　良隆 議員

①　 十勝岳の火山活動に係る避
難について

①　 合葬墓設置について
②　 道の駅の設置について
③　防災行政無線について

①　 農業振興はどのように進める
②　自衛隊募集名簿提供について

①　高齢者対策について

米沢　義英 議員

佐藤　大輔 議員

①　 自転車使用時のヘルメット
努力義務化について

②　 社会教育総合センター天井
改修工事について

①　遊休施設について
②　 移住政策について
③　 農業振興について
④　 移住・農業振興・遊休施設の
　　有効活用について

①　 乗合タクシーの今後の方向性に
　　ついて
②　 ジェットコースターの路の安全
　　確保について
③　住民会組織の再編の進捗状況に
　　ついて
④　農業振興計画の見直し部分に
　　ついて

①　火葬場及び合同墓について
②　 パートナーシップ制度について
③　 加齢難聴者に補聴器購入補助に
　　ついて
④　 高校生までの医療費の無料化に
　　ついて
⑤　自衛隊募集名簿の提供について
⑥　拠点施設の整備構想について

髙松　克年 議員

※一般質問のページは質問議員本人により編集されています。
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一般
質問

❿

安全

改
正
道
路
交
通
法
（
自
転
車
乗
用
車
用
）
…
児
童

ま
た
は
幼
児
に
限
定
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
全
国

民
が
対
象
と
改
正
さ
れ
た
が
罰
則
規
定
の
な
い
努

力
義
務
と
な
っ
て
い
る
。

自転車のヘルメット義務化について
町長－必要性や安全性について周知している

自転車に乗る町民の
安全の確保や物価高
騰で大変な中、支援
策は必要では。
社教センターアリー
ナの早期改修を行い、
安全の確保を。

自転車とヘルメット

北
條
議
員
　
社
会
教
育
総
合

セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
の
天
井

材
が
落
下
し
て
か
ら
数
年
が

経
過
し
た
が
改
修
の
実
施
に

は
未
だ
至
っ
て
い
な
い
。
現

状
の
安
全
確
保
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。
今
後
、

ど
の
よ
う
な
計
画
を
立
て
、

改
修
を
行
い
完
了
す
る
の
か
。

鈴
木
教
育
長
　
令
和
３
年
に

一
部
破
損
が
見
つ
か
り
、
修

繕
対
応
を
行
い
、
落
下
の
危

険
性
が
あ
る
部
分
は
撤
去
を

し
令
和
３
年
５
月
19
日
よ
り

全
面
開
放
し
、
使
用
し
て
い

る
。
こ
の
間
、
日
々
目
視
点

検
を
行
い
、
安
全
性
を
確
認

し
な
が
ら
使
用
し
て
頂
い
て

い
る
が
、
令
和
３
年
５
月
以

降
、
天
井
材
の
落
下
が
危
惧

さ
れ
る
部
材
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。

　
今
後
の
改
修
計
画
は
、
今

年
度
中
に
令
和
３
年
度
に
実

施
し
た
設
計
に
基
づ
き
、
資

材
の
調
達
や
高
騰
に
よ
る
事

業
費
規
模
や
工
事
期
間
な
ど

再
考
し
、
早
期
の
着
手
に
繋

げ
ら
れ
る
よ
う
協
議
し
て
い

く
。
　

用
が
努
力
義
務
と
さ
れ
、
警

察
や
生
活
安
全
推
進
協
議
会

と
連
携
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
の
必
要
性
や
安
全
性
を
周

知
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
Ｃ
Ｏ

２
削
減
効
果
や
価
格
高
騰
に

よ
る
生
活
費
が
圧
迫
し
て
い

る
状
況
は
認
識
し
て
い
る
が

自
転
車
の
使
用
は
個
人
の
判

断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

利
用
者
自
ら
被
害
を
最
小

に
す
る
こ
と
が
法
益
と
考
え
、

現
時
点
で
は
、
購
入
の
助
成

に
つ
い
て
考
え
て
い
な
い
。

北
條
議
員
　
令
和
５
年
４
月

の
道
路
交
通
法
の
改
正
で
自

転
車
に
乗
る
全
国
民
は
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
に
変
更
さ
れ

た
。
生
活
の
足
に
も
な
っ
て

い
る
自
転
車
は
重
要
な
乗
り

物
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に

も
つ
な
が
る
。
し
か
し
ヘ
ル

メ
ッ
ト
未
着
用
の
場
合
事
故

で
の
致
命
傷
の
約
７
割
が
頭

部
、
致
死
率
は
着
用
時
の
2.3

倍
と
い
う
デ
ー
タ
ー
も
あ
る
。

現
時
点
で
は
罰
則
の
な
い
努

力
義
務
と
な
っ
て
い
る
が
町

民
の
安
全
を
守
る
の
も
町
の

重
要
な
役
割
で
あ
る
。
だ
が
、

現
在
の
物
価
高
騰
で
ヘ
ル
メ

ッ
ト
購
入
費
用
は
家
計
を
圧

迫
し
か
ね
る
。
町
が
自
転
車

に
乗
る
全
町
民
を
対
象
に
補

助
し
て
は
ど
う
か
。

斉
藤
町
長
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

社
教
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

天
井
改
修
工
事
は

北條　隆男　議員

改修工事はいつになるのか
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一般質問

⓫

農業
移住

シ
ー
ズ
ン
ス
テ
イ
住
宅
と
は
…
移
住
検
討
者
な
ど

が
短
期
で
民
間
の
賃
貸
住
宅
に
入
れ
る
制
度
。
現

在
町
が
借
り
上
げ
て
い
る
の
は
３
部
屋
。
す
で
に

夏
場
は
ほ
ぼ
満
窒
状
態
な
の
で
、
現
実
的
に
農
業

者
が
使
う
の
は
難
し
い
。
家
賃
は
１
日
２
千
500
円
。

旭町の旧教員住宅を利活用する考えは？
副町長－改修に多額の費用が掛かり難しい

町のふるさと納税
事業は多くの農業
者の協力によって
成り立っている。
ぜひ農業の課題解
決にそのお金を役
立ててほしい…。

小
林
議
員
　
農
業
を
し
に
町

外
か
ら
来
る
季
節
労
働
者
に

富
良
野
地
域
は
人
気
が
あ
り
、

そ
の
後
に
移
住
者
と
な
り
新

規
の
就
農
者
と
な
る
事
例
も

み
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
人

材
を
町
で
育
て
る
考
え
は
。

斉
藤
町
長
　
サ
ポ
ー
ト
を
研

究
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

小
林
議
員
　
そ
の
よ
う
な
人

材
を
呼
び
込
み
た
く
て
も
、

泊
ら
せ
る
場
所
が
な
く
断
念

し
て
い
る
と
い
う
話
を
農
業

者
の
方
か
ら
伺
う
こ
と
が
多

い
。
旧
教
員
住
宅
な
ど
を
そ

の
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

斉
藤
町
長
　
現
在
移
住
向
け

の
シ
ー
ズ
ン
ス
テ
イ
住
宅
と

し
て
民
間
の
賃
貸
住
宅
を
使

用
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活

用
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
に

お
い
て
は
費
用
対
効
果
の
良

い
政
策
を
研
究
し
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い
。

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
林
議
員
　
町
の
人
口
減
少

も
深
刻
な
状
況
ま
で
迫
っ
て

お
り
、
移
住
者
を
呼
び
込
む

た
め
に
も
新
た
な
政
策
を
打

ち
出
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

斉
藤
町
長
　
ま
ず
は
全
世
代

の
町
民
が
し
っ
か
り
暮
ら
し

て
い
け
る
政
策
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

小
林
議
員
　
農
業
で
は
人
材

確
保
に
苦
労
し
て
い
る
実
態

を
町
長
は
認
識
し
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長
　
作
付
け
や
収
穫

期
の
労
働
力
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
実
態
は
以
前
か
ら
課

題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

小
林
議
員
　
そ
れ
に
対
し
て

行
政
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
こ
と
は
。

斉
藤
町
長
　
行
政
が
支
援
で

き
る
範
囲
は
研
究
し
て
い
き

た
い
。

小
林
議
員
　
R4
年
町
政
運
営

推
進
プ
ラ
ン
の
「
遊
休
資
産

の
有
効
活
用
」
は
達
成
で
き

た
と
の
評
価
が
あ
る
の
に
、

R5
年
の
プ
ラ
ン
に
も
同
じ
取

り
組
み
内
容
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
様
々
な
遊
休
施
設
の

活
用
に
関
し
て
プ
ラ
ン
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
な
い
の
だ
が
。

北
川
総
務
課
長
　
R4
年
は
旧

江
幌
小
と
旧
東
中
中
の
情
報

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報

を
発
信
し
、
会
社
や
団
体
に

貸
付
し
て
い
る
実
態
も
含
め

達
成
で
き
た
と
し
た
。

小
林
議
員
　
使
わ
れ
て
い
な

い
旧
教
員
住
宅
は
プ
ラ
ン
で

は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
。

佐
藤
副
町
長
　
今
使
わ
れ
て

い
な
い
住
宅
を
ち
ゃ
ん
と
住

め
る
よ
う
に
整
備
す
る
に
は
、

新
し
く
家
を
建
て
る
の
と
同

じ
く
ら
い
費
用
が
掛
か
り
、

有
効
活
用
で
き
る
物
件
と
し

て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
。

小
林
議
員
　
せ
っ
か
く
上
富

良
野
の
企
業
に
就
職
す
る
た

め
に
移
住
し
て
き
た
の
に
、

移
住
者
向
け
の
家
賃
助
成
を

受
け
る
為
に
美
瑛
町
民
に
な

ら
れ
た
方
の
話
を
伺
っ
た
。

う
ち
の
町
に
も
移
住
者
向
け

の
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

と
、
事
業
者
と
し
て
も
町
外

か
ら
従
業
員
を
雇
用
し
や
す

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

斉
藤
町
長
　
そ
の
ケ
ー
ス
は

残
念
で
あ
り
、
今
以
上
に
上

富
良
野
の
魅
力
を
PR
し
て
い

小林　啓太　議員 旭町の旧教員住宅は多くが空き家のまま使われていない
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防災

自
主
防
災
組
織
と
は
…
地
域
住
民
が
「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
意
識
に
基

づ
き
自
主
的
に
結
成
す
る
防
災
組
織
。
我
が
町
で

は
全
て
の
住
民
会
に
お
い
て
結
成
さ
れ
て
い
る
。

町民の防災意識を高める策は
町長－新たな防災ガイドマップを作成する

泥流災害のみならず、
水害のリスクも年々高
まっている。他の地域
で起きている災害は対
岸の火事ではない…

防
の
体
制
維
持
に
は
近
い
将

来
限
界
が
来
る
の
で
は
。

斉
藤
町
長
　
高
齢
化
が
進
ん

だ
地
域
を
行
政
が
支
え
る
仕

組
み
作
り
に
つ
い
て
は
調
査

研
究
が
必
要
。
今
は
情
報
伝

達
に
力
を
入
れ
、
事
前
避
難

を
促
す
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
る
。

佐
藤
議
員
　
町
外
に
指
定
の

避
難
所
を
設
け
る
こ
と
で
、

車
で
の
避
難
を
選
択
す
る
方

が
動
き
や
す
く
な
り
、
町
も

避
難
者
情
報
を
把
握
し
や
す

く
な
る
と
思
う
が
。

佐
藤
副
町
長
　
今
年
初
め
て

富
良
野
市
役
所
を
２
次
避
難

所
と
す
る
訓
練
を
実
施
し
た

が
、
現
在
、
近
隣
自
治
体
と

具
体
的
な
約
束
は
交
わ
し
て

い
な
い
。

佐
藤
議
員
　
ペ
ッ
ト
同
伴
避

難
者
の
対
応
策
は
。

斉
藤
町
長
　
避
難
所
で
の
ト

ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
飼
主

の
責
任
の
下
、
避
難
所
の
外

で
飼
育
す
る
こ
と
を
原
則
と

す
る
。

佐
藤
議
員
　
ペ
ッ
ト
同
伴
者

専
用
の
避
難
所
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
職
員
の
負
担
軽
減
、

飼
主
や
ペ
ッ
ト
の
ス
ト
レ
ス

軽
減
に
繋
が
る
と
思
う
が
。

斉
藤
町
長
　
今
後
考
え
た
い
。

佐
藤
議
員
　
コ
ロ
ナ
禍
で
訓

練
が
実
施
さ
れ
ず
、
防
災
意

識
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

町
民
の
防
災
意
識
向
上
の
た

め
に
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
カ

ン
フ
ル
剤
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
は
。

斉
藤
町
長 

住
民
会
の
事
態

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
防
災
士

等
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
防

災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す

る
予
定
で
あ
る
。

は
、
泥
流
の
状
況
を
判
断
し

た
上
で
防
災
無
線
に
て
周
知

す
る
。

佐
藤
議
員
　
自
力
で
安
全
な

場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
困

難
な
方
を
、
速
や
か
に
避
難

さ
せ
る
体
制
は
十
分
に
整
っ

て
い
る
の
か
。

斉
藤
町
長
　
職
員
だ
け
で
は

対
応
が
難
し
く
、
自
主
防
災

組
織
（
以
下
自
主
防
）
の
力

を
借
り
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

今
後
も
住
民
会
と
の
連
携
を

密
に
し
た
い
。

佐
藤
議
員
　
高
齢
化
と
若
い

人
材
の
不
足
に
よ
り
、
自
主

佐
藤
議
員
　
先
日
の
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
発
令
時
、
通
学
中
の

子
ど
も
達
や
保
護
者
が
大
変

困
惑
し
た
と
聞
い
た
。
一
方

で
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
に
応
じ

た
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
各
学

校
で
適
切
に
整
備
さ
れ
て
い

る
の
か
。

鈴
木
教
育
長
　
学
校
に
よ
っ

て
表
記
に
違
い
が
あ
る
。
仕

様
に
つ
い
て
統
一
感
を
も
た

せ
る
か
は
、
今
後
協
議
を
重

ね
た
い
。

佐
藤
議
員
　
火
山
防
災
マ
ッ

プ
で
は
、
泥
流
予
想
到
達
区

域
内
に
多
数
の
避
難
所
が
設

け
ら
れ
て
い
る
が
。

斉
藤
町
長
　
全
て
の
避
難
所

は
一
時
避
難
所
と
し
て
の
意

味
合
い
が
深
く
、
時
間
的
猶

予
が
無
い
場
合
の
安
全
確
保

先
と
し
て
設
置
し
て
い
る
。

経
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

佐藤　大輔　議員泥流発生時に岩や木をせき止める透過型ダム
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⓭

合葬墓

町
で
は
、
本
年
４
月
よ
り
、
こ
れ
ま
で
は
役
場
職

員
が
録
音
作
業
を
行
い
放
送
し
て
い
た
が
、
文
章

か
ら
音
声
に
変
換
す
る
技
術
「
音
声
合
成
」
で
作

成
さ
れ
た
女
性
の
声
で
の
放
送
を
開
始
し
た
。

町長の合葬墓に対する見解は
町長－今後検討をすべき事案と考えている

当町の墓じまいの
現状は、町が管理
する共同墓地では
令和３年度で 65 柱
14 区画、令和４年
度 は 59 柱 24 区 画
と増加傾向にある。

昨年 10 月より新しく設置された防災行政無線戸別受信機

ョ
ン
の
変
更
等
に
よ
り
対
応

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

荒
生
議
員
　
お
く
や
み
放
送

が
１
回
の
み
と
な
っ
た
４
月

以
降
、
聞
き
取
れ
な
か
っ
た

な
ど
の
苦
情
を
耳
に
す
る
が

、
今
後
、
以
前
の
よ
う
に
２

回
繰
り
返
し
放
送
す
る
こ
と

は
可
能
な
の
か
。

斉
藤
町
長
　
今
後
に
お
い
て

は
、
登
録
で
き
る
文
字
数
の

制
限
内
で
の
、
音
声
合
成
の

登
録
に
リ
ピ
ー
ト
機
能
を
搭

載
で
き
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
の

改
修
の
要
望
を
行
っ
て
ま
い

り
た
い
。

荒
生
議
員
　
こ
れ
は
非
常
に

前
向
き
で
あ
り
、
リ
ピ
ー
ト

に
向
け
た
試
み
を
今
後
し
て

ま
い
り
た
い
と
い
う
こ
と
で

受
け
止
め
て
よ
ろ
し
い
か
。

斉
藤
町
長
　
そ
う
捉
え
て
も

ら
っ
て
構
わ
な
い
。

荒
生
議
員
　
こ
れ
ま
で
２
回

繰
り
返
し
放
送
さ
れ
て
い
た

お
く
や
み
放
送
が
１
回
と
な

り
、
ま
た
、
音
声
合
成
に
よ

り
作
成
さ
れ
る
女
性
の
声
が

聞
き
取
り
に
く
い
、
そ
し
て

電
波
が
途
切
れ
る
な
ど
、
せ

っ
か
く
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ

タ
ル
化
を
図
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
町
民
か
ら
の
苦
情
を

耳
に
す
る
機
会
が
増
え
て
い

る
。
先
ず
、
今
後
、
聞
き
取

り
に
く
い
な
ど
の
苦
情
が
更

に
多
く
な
っ
た
場
合
、
男
性

に
変
更
す
る
な
ど
の
選
択
は

可
能
な
の
か
。

斉
藤
町
長
　
有
料
の
追
加
オ

プ
シ
ョ
ン
に
よ
り
変
更
は
可

能
と
な
っ
て
い
る
が
、
聞
き

取
り
に
く
い
な
ど
の
意
見
に

対
し
て
は
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

荒
生
議
員
　
北
海
道
内
に
お

い
て
も

2022
年
ま
で
に
合
葬
を

設
置
し
た
自
治
体
は
50
を
超

え
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら

も
自
治
体
の
規
模
に
関
わ
ら

ず
取
り
組
ま
な
れ
ば
な
ら
な

い
政
策
と
い
う
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
昨
今
の
合
葬
墓

を
設
置
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
現
状
を
ど
の
様
に
認

識
し
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長
　
現
在
の
少
子
高

齢
化
や
核
家
族
化
、
地
方
の

人
口
減
少
に
よ
り
、
地
方
に

お
け
る
墓
石
の
管
理
や
寺
院

の
納
骨
堂
の
継
承
な
ど
を
た

め
ら
う
状
況
に
あ
る
現
状
か

ら
、
議
員
指
摘
の
永
代
供
養

や
合
葬
墓
に
改
葬
し
、
墓
じ

ま
い
が
急
増
し
て
い
る
現
状

は
多
く
、
当
町
に
お
い
て
も

昨
年
か
ら
急
激
に
増
加
し
て

い
る
現
状
で
あ
る
。

荒
生
議
員
　
人
々
の
価
値
観

が
多
様
化
し
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
に
応
じ
た
多
様
な

形
態
の
墓
を
選
択
で
き
る
環

境
が
必
要
と
考
え
る
が
、
合

葬
墓
に
対
す
る
見
解
は
。

斉
藤
町
長
　
現
在
の
少
子
高

齢
化
や
核
家
族
化
、
地
方
の

人
口
減
少
の
現
状
か
ら
、
今

後
当
町
に
合
葬
墓
を
設
置
す

る
ニ
ー
ズ
を
調
べ
る
こ
と
も

必
要
で
あ
り
、
納
骨
堂
を
抱

え
る
寺
院
が
あ
る
こ
と
も
踏

ま
え
、
民
間
と
の
整
合
性
を

持
ち
な
が
ら
今
後
検
討
を
す

べ
き
事
案
と
考
え
て
い
る
。

荒生　博一　議員
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乗合
タクシー

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
は
平
成
23
年
４
月
か

ら
事
業
が
開
始
さ
れ
、
今
年
で
12
年
が
経
過
。
65

歳
以
上
の
高
齢
者
、
ま
た
は
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
方
で
あ
れ
ば
利
用
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

町内一律料金にする考えは
町長－地域交通のあり方を研究したい

マナーの良さ、悪さ
は一人一人の自覚が
あるかないかで決ま
ると思う。
誰かがマナーを違反
すると連鎖反応で真
似をしてしまう。

町内 2 業者タクシー

中
瀬
議
員
　
町
内
有
数
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
、
西
11
線
の
起

伏
の
多
い
道
路
、
観
光
客
に

人
気
の
あ
る
、
通
称
ジ
ェ
ッ

ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
路
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
き
バ
イ

ク
、
レ
ン
タ
カ
ー
、
自
家
用

車
、
観
光
バ
ス
が
多
く
訪
れ

て
い
る
。
頂
上
付
近
は
両
側

駐
車
、
道
路
の
真
ん
中
で
写

真
を
撮
っ
た
り
、
マ
ナ
ー
の

悪
さ
が
目
立
つ
。
駐
車
禁
止

等
の
看
板
は
あ
る
が
全
く
無

視
し
て
の
行
動
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
一
年
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
て
き
た
か
。

斉
藤
町
長
　
八
景
標
識
附
近

は
巡
回
と
定
点
カ
メ
ラ
映
像

で
確
認
し
、
入
込
傾
向
と
危

険
箇
所
の
状
況
調
査
を
し
て

自
動
車
、
歩
行
者
、
撮
影
者

そ
れ
ぞ
れ
に
安
全
啓
発
看
板

設
置
と
側
溝
に
蓋
の
設
置
を

行
っ
た
。

中
瀬
議
員
　
安
全
対
策
は
今

後
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

斉
藤
町
長
　
地
域
住
民
の
安

全
が
第
一
。
路
上
駐
車
、
歩

行
者
の
車
道
立
ち
入
り
、
交

通
安
全
上
の
課
題
と
合
わ
せ

農
地
の
立
ち
入
り
、
ゴ
ミ
捨

て
等
の
問
題
に
対
応
で
き
る

よ
う
駐
車
場
や
撮
影
ポ
イ
ン

ト
の
整
備
を
含
め
、
第
３
次

観
光
振
興
計
画
の
策
定
の
際

に
抜
本
的
な
解
決
を
目
指
し

十
分
な
検
討
を
進
め
る
。

中
瀬
議
員
　
令
和
３
年
に
予

約
型
タ
ク
シ
ー
利
用
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
い
る

が
そ
の
中
で
10
％
位
の
方
が

料
金
は
高
い
、
も
う
少
し
安

く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

が
出
て
い
る
。

　
こ
れ
は
市
街
地
の
利
用
者

で
は
な
く
郡
部
の
利
用
者
か

ら
出
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
町
の

行
政
に
つ
い
て
は
町
民
皆
平

等
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
理
想
で
あ
る
と
私
は

思
っ
て
い
る
。
高
齢
者
の

方
々
は
今
ま
で
上
富
良
野
町

の
為
に
貢
献
さ
れ
た
方
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
方
々
に
最

後
の
御
褒
美
と
し
て
、
引
き

こ
も
り
を
防
ぐ
た
め
に
も
乗

合
タ
ク
シ
ー
は
一
律
料
金
に

す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
が
町

長
の
考
え
は
。

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の

安
全
対
策
は

中瀬　実　議員

注意のカンバンはあるけれど

が
出
来
な
い
こ
と
か
ら
200
円

400
円
で
や
っ
て
き
た
が
今
後

に
お
い
て
は
制
度
を
継
続
し

て
い
く
た
め
に
は
料
金
設
定

を
含
め
て
地
域
交
通
の
全
体

的
な
あ
り
方
を
研
究
し
て
い

き
た
い
。

斉
藤
町
長
　
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
役
割
は
引
き
こ
も
り
の
防

止
、
郡
部
に
住
ん
で
い
て
も

長
く
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
買
い
物
、
病
院
へ
の
通
院

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
や
っ
て
く

れ
る
所
が
な
い
と
サ
ー
ビ
ス



一般質問

  かみふらの議会だより第 119 号⓯

高齢者
対策

高
齢
者
事
業
団
と
は
…
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
と

健
康
づ
く
り
を
目
的
に
34
年
前
に
設
立
。

現
在
、
会
員
を
募
集
中
で
す
。
興
味
の
あ
る
お
年

寄
り
は
４
５
‐
５
１
３
４
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

乗合タクシー料金を統一する考えは
町長－今後検討していきたい

お年寄りは困って
います…たまご、灯
油、電気等の値上げ。
ずっと町を支えて
きたお年寄りに “ ぬ
くもり ” の町政を…

予約型乗合タクシーを利用する町民の方々

方
に
つ
い
て
伺
う
。

斉
藤
町
長
　
事
業
団
へ
の
運

営
に
対
す
る
補
助
の
支
援
は

行
う
が
、
運
営
や
事
業
団
の

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

町
で
示
す
こ
と
は
で
き
な
い

と
考
え
て
い
る
。

中
澤
議
員
　
高
齢
者
事
業
団

発
足
後
34
年
に
な
る
が
、
当

時
と
現
在
で
は
高
齢
者
数
も

倍
増
し
て
い
る
し
、
高
齢
者

の
生
活
も
灯
油
、
電
気
な
ど

物
価
高
騰
に
よ
り
大
変
厳
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
高
齢

者
事
業
団
も
再
ス
タ
ー
ト
す

る
時
期
だ
と
考
え
る
が
町
長

の
考
え
は
。

斉
藤
町
長
　
主
体
的
に
何
を

ど
う
す
る
か
は
高
齢
者
事
業

団
が
自
ら
の
意
思
で
進
め
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

町
と
し
て
は
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

斉
藤
町
長
　
運
行
委
託
事
業

者
か
ら
人
材
の
確
保
な
ど
の

課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
事
業

の
拡
大
に
つ
い
て
は
難
し
い

状
況
と
聞
い
て
い
る
の
で
対

象
者
の
拡
大
に
つ
い
て
は
困

難
で
あ
る
。

中
澤
議
員
　
交
通
弱
者
で
あ

る
妊
婦
さ
ん
や
乳
幼
児
を
持

つ
お
母
さ
ん
、
療
育
手
帳
を

持
つ
方
な
ど
を
利
用
対
象
者

に
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
見
解
を
伺
う
。

斉
藤
町
長
　
委
託
先
会
社
の

台
数
、
人
員
等
の
関
係
か
ら

こ
れ
以
上
利
用
対
象
者
を
拡

中澤　良隆　議員

大
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

の
回
答
を
事
業
者
か
ら
い
た

だ
い
て
い
る
。

中
澤
議
員
　
住
民
か
ら
要
望

が
高
い
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利

用
料
金
を
統
一
す
る
考
え
は
。

斉
藤
町
長
　
利
用
料
金
に
つ

い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

中
澤
議
員
　
高
齢
運
転
者
の

交
通
事
故
の
主
原
因
は
、
ブ

レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
が
多

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
町
独
自
の
車
両
安
全
装
置

補
助
に
取
り
組
む
考
え
は
。

斉
藤
町
長
　
後
付
け
装
置
の

補
助
は
、
全
て
の
車
が
可
能

で
な
い
こ
と
か
ら
町
独
自
の

補
助
に
つ
い
て
は
考
え
て
い

な
い
。

中
澤
議
員
　
高
齢
者
の
生
き

が
い
対
策
の
一
つ
で
あ
る
高

齢
者
事
業
団
の
将
来
の
あ
り

中
澤
議
員
　
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
く

こ
と
が
重
要
な
行
政
課
題
の

一
つ
と
考
え
る
が
、
高
齢
者

施
策
に
つ
い
て
町
長
の
見
解

を
伺
う
。

　
ま
ず
高
齢
者
対
策
の
一
つ

と
し
て
住
民
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
移
動
手
段
の
確
保
は
。

斉
藤
町
長
　
高
齢
者
や
障
害

者
の
日
常
生
活
に
お
け
る
移

動
手
段
の
確
保
策
と
し
て
、

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業

が
住
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
方

策
と
考
え
て
い
る
。

　
現
行
の
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
以
外
の
施
策
は
困
難
と

考
え
て
い
る
。

中
澤
議
員
　
予
約
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
利
用
対
象
者
は
高

齢
者
と
身
体
障
害
者
と
な
っ

て
い
る
が
、
利
用
対
象
者
の

拡
大
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
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農業

除
外
申
請
と
は
…
住
民
基
本
台
帳
か
ら
、
18
歳
と
22
歳

を
対
象
と
し
て
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
の
情

報
を
個
人
情
報
保
護
条
例
の
元
で
自
衛
隊
に
提
供
し
て

い
る
が
、
他
の
自
治
体
で
は
申
請
に
よ
り
名
簿
か
ら
個

人
情
報
を
除
外
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
。

将来を見据えた農業への投資を
町長－農業の総生産の経済的効果は重要

大 雪 か ら 思 え ば 早
かった春。少し気温
の低かった植付時。
今年は昨年のような
作柄になり、災害の
ないことを祈りたい。

髙
松
議
員
　
住
民
基
本
台
帳

か
ら
個
人
情
報
保
護
条
例
の

元
、
強
い
制
限
が
あ
り
、
町

と
い
え
ど
情
報
を
抜
き
出
し

提
供
出
来
る
か
伺
う
。

斉
藤
町
長
　
個
人
情
報
の
提

供
は
制
限
し
て
い
る
。「
法

令
に
基
づ
く
場
合
」
は
提
供

出
来
る
と
規
定
し
て
い
る
。

募
集
対
象
者
の
情
報
は
法
令

に
基
づ
き
、
適
正
と
な
っ
て

い
る
。
本
人
の
同
意
は
必
要

な
い
。

髙
松
議
員
　
こ
の
法
令
に
基

づ
く
場
合
と
は
基
本
台
帳
か

ら
個
人
情
報
を
引
き
出
し
提

出
す
る
時
の
ど
の
法
令
を
示

す
か
。

斉
藤
町
長
　
町
の
個
人
情
報

保
護
条
例
第
８
条
で
「
法
令

に
基
づ
く
場
合
」
の
法
令
と

は
自
衛
隊
法
の
第
97
条
１
項

に
よ
る
。
町
長
は
募
集
の
事

務
の
一
部
を
担
う
と
さ
れ
て

い
る
。

髙
松
議
員
　
個
人
情
報
保
護

条
例
を
自
衛
隊
法
は
越
え
て

情
報
を
引
き
出
す
こ
と
は
問

題
な
い
の
か
。

斉
藤
町
長
　
問
題
な
い
。
住

民
基
本
台
帳
法
第
11
条
１
項

で
は
基
本
的
に
理
由
が
あ
れ

ば
閲
覧
出
来
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

髙
松
議
員
　
他
の
自
治
体
で

は
除
外
申
請
を
認
め
て
い
る

が
。

斉
藤
町
長
　
町
で
は
個
人
情

報
保
護
条
例
に
基
づ
き
個
人

情
報
を
出
す
こ
と
に
異
議
の

あ
る
方
へ
の
審
査
会
申
立
て

制
度
を
持
つ
。

　
除
外
申
請
は
考
え
て
い
な

い
。

要
な
施
策
と
考
え
て
い
る
。

髙
松
議
員
　
町
で
は
農
業
振

興
基
金
が
積
ま
れ
て
い
る
が

農
業
経
済
が
危
機
的
状
況
の

時
に
は
、
安
全
策
と
し
て
支

援
に
使
用
出
来
る
か
。

斉
藤
町
長
　
公
的
資
金
融
資

の
限
度
額
の
引
き
上
げ
、
運

転
資
金
５
年
間
無
利
子
化
等

制
度
の
充
実
が
な
さ
れ
基
金

を
活
用
し
た
町
の
融
資
の
復

活
は
行
わ
な
い
。

髙
松
議
員
　
堆
肥
コ
ン
ト
ラ

ク
タ
ー
は
農
業
振
興
計
画
に

上
げ
る
べ
き
課
題
と
言
え
る
。

斉
藤
町
長
　
今
後
、
コ
ン
ト

ラ
ク
タ
ー
を
請
負
し
て
く
れ

る
団
体
や
法
人
等
を
し
っ
か

り
見
据
え
、
振
興
計
画
に
盛

り
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

髙
松
議
員
　
農
業
総
生
産
額

の
拡
大
は
重
要
。
高
収
益
作

物
の
転
換
は
栽
培
技
習
得
等

時
間
は
か
か
る
が
、
作
物
と

し
て
適
応
出
来
る
品
目
は
実

験
的
に
導
入
を
考
え
る
べ
き

で
は
。

斉
藤
町
長
　
農
業
生
産
の
維

持
向
上
は
今
後
の
経
営
継
続

に
生
産
体
制
の
変
更
は
経
営

判
断
に
よ
る
と
考
え
て
い
る
。

収
益
向
上
作
物
事
業
は
検
証

と
継
続
し
有
望
視
さ
れ
る
作

物
は
導
入
を
図
る
。

髙
松
議
員
　
町
も
共
に
将
来

を
見
据
え
た
実
践
的
な
農
業

へ
投
資
を
始
め
知
的
投
資
、

技
術
の
投
入
へ
伴
走
者
と
し

て
働
い
て
ほ
し
い
が
。

斉
藤
町
長
　
農
業
の
総
生
産

の
経
済
効
果
は
重
要
な
働
き

を
し
て
い
る
。
維
持
発
展
さ

せ
る
こ
と
は
基
本
計
画
の
重

髙松　克年　議員

自
衛
官
募
集
名
簿
除
外
申

請
は

平野部を見る
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補聴器
加齢難聴者に補聴器購入補助制度を
町長－補聴器購入補助は考えていない

困っている人たち
を支え支援するの
が行政の役割です。

補聴器

補
生
の
募
集
に
関
す
る
事
務

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
町
が
業
務
を
行

い
、
自
衛
隊
法
施
行
令
120
条

の
規
定
の
求
め
に
よ
り
募
集

事
務
の
資
料
提
供
を
行
っ
て

い
る
。

　
対
象
年
齢
は
、
18
歳
及
び

22
歳
に
到
達
す
る
男
女
。
提

供
状
況
は
、
令
和
元
年
と
２

年
は
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
、

令
和
３
年
と
４
年
は
紙
媒
体

の
提
供
、
法
に
基
づ
く
事
務

と
し
て
行
っ
て
お
り
、
特
別

な
除
外
の
手
続
き
を
行
う
予

定
は
な
い
。

米
沢
議
員
　
岸
田
政
権
の
下

で
憲
法
９
条
が
改
憲
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
は
許
せ

な
い
。
日
本
は
戦
前
他
国
の

侵
略
で
罪
の
な
い
人
々
を
死

に
追
い
や
っ
た
反
省
に
立
ち

平
和
を
守
っ
て
き
た
。
憲
法

９
条
の
精
神
を
し
っ
か
り
堅

持
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
若
者
や
多
く
の
自
衛
隊
員

を
危
険
な
紛
争
地
に
送
る
こ

と
は
絶
対
に
し
て
は
な
ら
な

い
。
ま
た
、
名
簿
提
供
は
直

ち
に
や
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

自
衛
官
募
集
名
簿
提
供
の
根

拠
及
び
同
意
が
な
い
対
象
者

は
名
簿
か
ら
除
外
が
必
要
と

考
え
る
が
。

斉
藤
町
長
　
自
衛
隊
法
第
97

条
第
１
項
に
基
づ
く
募
集
業

務
を
自
衛
官
及
び
自
衛
官
候

自
衛
隊
募
集
名
簿
の
提
供

は
中
止
を

果
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
て

果
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
な
い
こ
と
、
対
象
年
齢
・

い
な
い
こ
と
、
対
象
年
齢
・

聴
力
レ
ベ
ル
が
人
そ
れ
ぞ
れ

聴
力
レ
ベ
ル
が
人
そ
れ
ぞ
れ

で
あ
り
、
現
段
階
に
お
い
て

で
あ
り
、
現
段
階
に
お
い
て

は
町
独
自
の
補
聴
器
購
入
補

は
町
独
自
の
補
聴
器
購
入
補

助
に
つ
い
て
の
考
え
は
持
ち

助
に
つ
い
て
の
考
え
は
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
補
助

合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
補
助

支
援
の
方
策
に
つ
い
て
は
、

支
援
の
方
策
に
つ
い
て
は
、

国
や
北
海
道
及
び
道
内
の
市

国
や
北
海
道
及
び
道
内
の
市

町
村
の
取
り
組
み
状
況
な
ど

町
村
の
取
り
組
み
状
況
な
ど

の
把
握
に
努
め
た
い
。
４
月

の
把
握
に
努
め
た
い
。
４
月

現
在
の

現
在
の
6565
歳
以
上
の
人
数
が

歳
以
上
の
人
数
が

３
千
３
千
395395
人
で
、
加
齢
性
難
聴

人
で
、
加
齢
性
難
聴

の
可
能
性
が
あ
る
方
が
お
お

の
可
能
性
が
あ
る
方
が
お
お

む
ね
１
千

む
ね
１
千
132132
人
と
推
計
さ
れ

人
と
推
計
さ
れ

る
。
る
。

米沢　義英　議員

米
沢
議
員  

日
本
の

日
本
の
6565
歳
以
歳
以

上
の
高
齢
者
は
約

上
の
高
齢
者
は
約
１１
千千
665665
万万

人
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

人
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

３
人
に
１
人
が
加
齢
難
聴
を

３
人
に
１
人
が
加
齢
難
聴
を

抱
え
て
い
る
と
さ
れ
、
人
と

抱
え
て
い
る
と
さ
れ
、
人
と

の
会
話
が
苦
手
に
な
り
、
引

の
会
話
が
苦
手
に
な
り
、
引

き
こ
も
り
が
ち
に
な
る
こ
と

き
こ
も
り
が
ち
に
な
る
こ
と

で
認
知
症
に
つ
な
が
る
と
さ

で
認
知
症
に
つ
な
が
る
と
さ

れ
て
い
る
。
現
在
道
内
で
補

れ
て
い
る
。
現
在
道
内
で
補

聴
器
購
入
補
助
制
度
を
導
入

聴
器
購
入
補
助
制
度
を
導
入

し
て
い
る
自
治
体
は

し
て
い
る
自
治
体
は
1818
市
町
市
町

村
に
及
ん
で
い
る
が
町
の
考

村
に
及
ん
で
い
る
が
町
の
考

え
は
。
ま
た
、
町
内
で
加
齢

え
は
。
ま
た
、
町
内
で
加
齢

性
難
聴
の
対
象
者
は
推
計
で

性
難
聴
の
対
象
者
は
推
計
で

何
人
い
る
か
。

何
人
い
る
か
。

斉
藤
町
長
　
加
齢
に
よ
る
難

斉
藤
町
長
　
加
齢
に
よ
る
難

聴
の
方
々
へ
の
補
聴
器
購
入

聴
の
方
々
へ
の
補
聴
器
購
入

補
助
は
全
国
的
な
課
題
で
あ

補
助
は
全
国
的
な
課
題
で
あ

る
。
独
自
で
助
成
制
度
を
創

る
。
独
自
で
助
成
制
度
を
創

設
し
て
い
る
道
内
市
町
村
が

設
し
て
い
る
道
内
市
町
村
が

微
増
し
て
い
る
状
況
を
把
握

微
増
し
て
い
る
状
況
を
把
握

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

　
医
学
的
に
認
知
症
と
の
因

　
医
学
的
に
認
知
症
と
の
因

上富良野駐屯地

補
聴
器
購
入
補
助
…
東
川
町
で
は
、
聴
力
レ
ベ
ル
30
デ
シ
ベ

ル
以
上
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
人
、
耳
鼻

咽
喉
科
治
療
に
よ
り
回
復
が
見
込
め
な
い
人
な
ど
が
対
象
で
、

上
限
３
万
円
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
ポ
ケ
ッ
ト
型
、
耳
掛
け

型
、
耳
穴
型
な
ど
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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故 岩﨑　治男さん（満 81 歳）

■
委
員
長
を
務
め
た
こ
の
２
年
間
は
、
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
議
会

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
か
と
い
う
課
題
に
向
き
合
い
続
け

て
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
全
国
で
表
彰
さ
れ
て
い
る
議
会
だ
よ
り
を

参
考
に
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
、
そ
し
て
な
る
べ
く
難
し
い
言
葉

を
使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
写
真
を
多
く
し
、
議
員

や
町
民
の
顔
が
見
え
る
紙
面
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
少
し
で
も
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
頂
け
た
の
で
あ
れ
ば
こ
れ

以
上
に
な
い
幸
せ
で
す
。

　
引
き
続
き
議
会
だ
よ
り
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
議
会
で
行
わ
れ

て
い
る
議
論
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
　

                                              

　
　
　
　
　      （
小
林
）

■
４
年
間
広
報
委
員
と
し
て
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
作
成
し
て
き

ま
し
た
。
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
た
り
、
タ
イ
ト
ル
を
英
字
に

し
た
り
と
時
代
に
合
わ
せ
て
進
化
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
議
会
だ

よ
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
い
う
声
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。
皆

さ
ま
の
お
か
げ
で
全
国
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〝
あ
な
た
の
町
の
議
会
だ
よ
り
〟
今
後
も
引
き
続
き
ご
愛
読
、
ご

意
見
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　                    

　 （
元
井
）

■
早
い
も
の
で
４
年
が
過
ぎ
る
。
そ
の
間
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
予
防
の
為
に
色
々
な
集
会
の
回
数
は
以
前
よ
り
極

端
に
少
な
く
な
り
、
互
い
に
顔
を
合
わ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
な

く
な
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
今
後
う
ま
く
回

復
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
く
ら
い
人
に
合
う
回
数
を
減
少

さ
せ
て
き
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
ど
う
で
し
た
か
？
　
　

　
　                                

　                          （
髙
松
）

■
広
報
委
員
と
し
て
２
年
８
回
の
編
集
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
の
２
年
の
議
会
だ
よ
り
は
斬

新
で
あ
り
新
た
な
発
想
の
も
と
編
集
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
委
員

長
を
先
頭
に
各
号
適
切
な
レ
イ
ア
ウ
ト
、
構
成
作
業
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
、
更
に
は
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
に
議
員
の
つ
ぶ
や

き
、
行
政
用
語
の
解
説
を
入
れ
る
こ
と
で
よ
り
親
し
み
や
す
く

な
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
よ
り
身
近
な
議
会
だ
よ
り
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

    

　
　
　（
中
瀬
）

令和５年１月３日発令
令和５年４月５日叙勲伝達

元町議会議員（平成 11 年～平成 27 年）
東６線北 19 号


